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バリュー・ステーション 

第36回 CVS認定試験 結果概要 

 2015年10月3日（土） に第36回

CVS認定試験が実施されました。3

人が合格、CVS資格登録者は144人

となりました（2015年12月末日現在）。 

●合格者（氏名50音順） 

神田雅生様 三菱電機（株） 

神戸正志様 （学）産業能率大学 

宮田仁奈様 （株）IHI 

第18回 VEスペシャリスト認定試験 結果概要 
 2015年11月7日（土）に第18回VEスペ

シャリスト認定試験が実施されました。45人

が合格、VEスペシャリスト資格登録者は

333人となりました（2015年12月末日現在）。 

●合格者（氏名50音順） 

足立寛幸様 三菱電機（株） 

石井貴子様 三菱電機ホーム機器（株） 

井島幸雄様 三菱電機（株） 

石元英樹様 三菱電機（株） 

伊藤 優様 ヤマハ発動機（株） 

岩橋正樹様 三菱電機（株） 

上見修一郎様 戸田建設（株） 

江頭 誠様 三菱電機（株） 

大嶋敏彦様 三菱電機（株） 

大瀧倫紀様 ニチユ三菱フォークリフト（株） 

大嶽一成様 ジヤトコ（株） 

大橋直樹様 三菱電機（株） 

岡田淳一郎様 三菱電機（株） 

奥田好章様 （株）ユニオン 

何 暁磊様 上海VE普及推進委員会 

叶内雅裕様 （株）IHI回転機械 

蒲原淳史様 大分県庁 

組田良則様 （株）フジタ 

倉内康敬様 三菱電機（株） 

栗秋和広様 三菱電機（株） 

栗村圭一様 K-Oneコンサルティング 

桑田恭宏様 （株）北川鉄工所 

児玉恵一様 ナブテスコ（株） 

小林弘明様 アズビル（株） 

小山雅之様 パイオニア（株） 

佐井行雄様 価値の経営工房 

佐藤尚吾様 パイオニア（株） 

城本竜也様 三菱電機（株） 

千田晴康様 三菱電機（株） 

染谷厚徳様 首都高速道路（株） 

土田真弘様 （株）IHI回転機械 

中野公夫様 首都高速道路（株） 

長野宣行様 三菱電機（株）  

野田喜好様 （株）ユニオン 

久 義浩様 三菱電機（株） 

福崎重隆様 三菱重工業（株） 

藤原秀行様 ナブテスコ（株） 

古川昌治様 （株）フジタ 

堀川優里様 （株）北川鉄工所 

松﨑義靖様 富士フイルム（株） 

松田大輔様 （株）北川鉄工所 

森 順二様 三菱電機（株） 

森角英規様 三菱電機エンジニアリング（株） 

安岡俊和様 ヤマハ発動機（株） 

渡辺昌俊様 （株）リコー 

実施日 2015年10月3日（土） 

試験会場 東京・大阪 

受験者数 8名 

合格者数 3名 

合格率 37.5％ 

実施日 2015年11月7日（土） 

試験会場 東京・名古屋・大阪・福岡 

受験者数 81名 

合格者数 45名 

合格率 55.6％ 

http://www.sjve.org/
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中国ユネスコ国内委員会 戴剣副部長（左） 

上海VE普及推進委員会 何暁磊氏（右） 

ESDにおけるVE教育 
～未来のイノベーターを育てる～ 

 中国のユネスコ国内委員会では、

産業界で活用されているVEの考え

方をESD（Education for Sustain-

able Development = 持続可能な発

展のための教育）に導入する試みを

小中学校で行い、その結果を10月

28日に東京で開催された「第48回

VE全国大会」で発表しました。 

 このプロジェクトは、上海VE普及推

進委員会、早稲田大学の澤口教授、

Vanatura（株）の中村社長などの協

力のもとに上海市光新学校で実施さ

れ、日本での発表には、中国ユネス

コ国内委員会ESD連絡部の戴剣

（DaiJian）副部長、同校の虞松儿

（YuSonger）先生、陳雅佳（Chen 

Yajia）先生の3名が来日されました。 

 今回の発表は、教育分野で適用さ

れた貴重なVE事例として内外から注

目されています。当会では、上海VE

普及推進委員会との協働でこのよう

な活動を広げていくことを計画してお

ります。 

 プロジェクトでは、現在中国国内で

も深刻な社会問題である水資源を

テーマに取り上げ研究しました。生

徒たちは活動を通じて、テーマ展開

とそのアプローチ方法を考える際の

思考方法が大きく変化しました。さら

に物事に対する積極的な探求心も

芽生え始めました。また、指導者の

立場として先生方も生徒たちと同

様、斬新な教育方法を得る機会を得

て大変勉強になったとの感想を述べ

られました。 

 当会の働きかけにより、日本ユネ

スコ協会連盟もVEの導入紹介を検

討しています。全国の日本ユネスコ

協会連盟に所属する青年会員（15歳

～35歳未満）を対象に、自分たちの

活動上の課題を持ち寄り、VEで解決

することを目的としたワークショップ

を企画しています。ユネスコ青年会

員たちのボランティア活動への展

開、それに続いて学校教育の現場で

も、VEが広がっていくことを今後の

目標のひとつとして掲げています。 

第48回VE全国大会での発表 

日本VE協会では、日本ユネスコ

協会連盟と協力し、学校教育に

VE導入を促進する活動を行って

いきます。この活動資金を確保す

るための「特定寄付金」を募集して

おります。主旨にご賛同いただ

き、ご支援をいただければ幸いで

す。 

▽詳しくはこちらから 

h t t p : / / w w w . s j v e . o r g /

download/2205/stream/ 

≪日本ユネスコ協会連盟次世代リーダー養成協力事業≫ 

備蓄水でユネスコ活動費用を捻出する方法とは 

【ユネスコ協会青年会員限定】VE手法を体験するワークショップ 

 期日：2016年3月19日（土）・20日（日）【1泊2日】 

 場所：日本VE協会 大会議室 

 対象：ユネスコ協会青年会員の方 

 参加費：1,000円（当日ご持参ください） 

 定員：10名前後 

 主催：公益社団法人日本バリュー・エンジニアリング協会 

 後援：公益社団法人日本ユネスコ協会連盟 

▽お申し込みはこちらから 

https://www.sjve.org/4615 
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華為技術との交流会を開催 

メキシコのVE専門家がいすゞ自動車のテア

ダウンルームを訪問、VE情報交流を図る 

 今年のVE全国大会テーマであった

「NEXT VALUE DIRECTION:次の

50年、NIPPONの競争力強化に向

けて」をキャッチしたメキシコのVE実

務家・コンサルタントのJavier Masini

氏（CVS）が、メキシコおよび中南米

地域で急成長している自動車業界の

現状を紹介し、進出拡大中の日本の

自動車メーカー各社が今後さらに現

地に定着し競争力をつけるための情

報収集を目的に、同大会で海外発表

を行いました。Masini氏は、アメリカ

VE協会（SAVE International）の研

究 開 発 組 織 で あ る マ イ ル ズ ・ バ

リュー財団の理事も務めています。 

 大会翌日の10月29日、神奈川県

藤沢市のいすゞ自動車（株）藤沢工

場を訪問。同社トラック組立工場とテ

アダウンルームを見学しました。商

品企画・原価企画活動の重要な位

置付けであるテアダウンの詳細な説

明と実際の現場を前に、メキシコの

自動車メーカーにおいて、これから

必要となる多くのヒントを得られた

と、大変満足されました。また、訪問

にあたりご対応いただいたいすゞ自

動車原価企画部の皆様も、メキシコ

の自動車産業の情報が入手及び新

たなパイプができ、有意義な会議が

できたとのコメントいただきました。 

 今後の中南米地域の自動車業界

におけるVE展開の大きなきっかけと

なることを期待しています。 

いすゞ自動車を訪問した 

Javier Masini氏（右から3人目） 

中国大手の華為技術と日本のVE先進企業が

交流会を開催 

 第48回VE全国大会に参加された

中国の大手通信機器メーカー華為

技術（ファーウェイ・テクノロジーズ）

の4名の方々が、10月29日に日本

VE協会において、日本のVE先進導

入企業3社と情報交流会を行いまし

た。 

 日本からは、（株）IHI調達企画本

部の牧野公一氏、三菱電機（株）生

産技術部の三好達夫氏、（株）日立

製作所バリューチェーン・インテグ

レーション統括本部の織田英雄氏、

さらにコメンテーターとして早稲田大

学客員教授の澤口学氏が参加され

ました。 

 華為技術は1987年に設立され、通

信機器の研究開発、製造、マーケ

ティングに特化し、従業員数15万人

を抱える巨大ハイテク企業。品質・運

用部門マネジャーである楊樹長氏よ

り、同社の組織について、VEを導入

した経緯と現状について説明があ

り、続いて日本側3社がそれぞれの

社内におけるVE推進体制、教育制

度、実践活動の概要を紹介しまし

た。 

 開発部門が全体の20％を占める

巨大組織である華為技術において

は、コスト戦略と価値向上の考え方

が極めて重要であり、そのためにVE

を導入しているが、いかにしてVEを

定着させ、継続的に成果を発揮して

いくかの課題について、各社と意見

交換を行いました。 

 組織や国による推進体制の相違点

もありながら、参考になる様々な情

報が提供され、お互いに良い刺激と

なった交流会でした。当会では、この

ようなVEを基軸とした国際的な交流

の機会を今後も増やしていく予定で

す。 



バリュー・ステーション Vol.32 2016年1月号 4 

 

講演する片桐実央社長 

静岡で公共機関によるVE発表会を開催 

 11月26日、全国の公共発注機関

によるVE発表会が静岡市役所清水

庁舎で開催されました。 

 本会合は、国の省庁や地方自治

体、独立行政法人などの公共機関で

構成される「全国設計VE推進研究

会」がVEの効果や必要性を知っても

らうために毎年開催しているもので、

10回目となる今回も全国から100名

を超える行政関係者や民間業者が

一堂に会し、熱心な研究討議が行わ

れました。 

 冒頭、永年にわたって建設業界の

VE普及支援に携わる松田節夫氏

（フジタVE推進部エグゼクティブコン

サルタント・CVS）が「公共工事に必

要なVEの本質」について講演。アメ

リカで進んでいるVEの規格化をはじ

め、VEとコストダウンの違い、VEに

求められる3つの要素などをわかり

やすく紹介し、より一層の広がりと浸

透を訴えかけました。 

 続いて行われた事例発表では、青

森県、福山市、静岡県がそれぞれの

取り組みを紹介。効果的な管理シス

テムや実績評価手法について活発

な質疑応答が行われるなど、公共領

域にもVEが着実に根付きつつあるこ

とを感じさせました。 

講演する松田節夫氏 

「超高齢化社会」における事業戦略と 

マーケティングを学ぶ～東日本支部特別講演会～ 

 東日本支部（高橋均支部長）では

11月9日、女性ならではの視点と独

自の経営戦略によってシニアの起業

支援ビジネスを展開し、マスコミでも

たびたび取り上げられている銀座セ

カンドライフの片桐実央社長を講師

に迎え、恒例の特別講演会を開催し

ました。 

 片桐氏はJapan Venture Awards 

2014「中小機構理事長賞」をはじ

め、第12回女性起業家大賞優秀賞

などを受賞している気鋭の若手経営

者で、「セカンドライフをアクティブに

生きる！～シニア層が地域の支え手

になる社会環境づくり」をテーマに同

社の独自戦略やマーケティング方

法、人材育成の取り組みなどが紹介

され、講演後はシニア起業のカンど

ころや将来性について活発な意見交

換が行われました。 

 東日本支部ではこのような会合を

定期的に開催し、メンバー相互のス

キルアップや情報交流を積極的に進

めています。皆様も東日本支部の各

種活動にぜひご参加ください。 

受験者数 918名 

合格者数 712名 

合格率 77.6％ 

平均点 78.5点 

（2015年12月31日現在） 

法人名 合格者数 

三菱電機 91 

パイオニア 77 

日立建機日本 41 

タダノ 38 

三菱電機エンジニアリング 28 

三菱重工業 27 

日立建機 25 

日立システムズ 23 

北陽建設 22 

日立建機ティエラ 19 

2015年度後期 VEL試験 実施状況 ～後期試験は2016/2/29まで～ 

2015年9月1日よりスタートした2015年度VEL後期試験の実施状況は下記のとおりです。 

●合格者数上位10社 ●概況 

≪VEL試験出張開催受付中です。試験監督が貴社へお伺いし試験を実施します。詳しくは、info@sjve.orgまで≫ 

講演会の様子 
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東海地区で技術交流会「製造業のパラダイム

シフトを支える付加価値会計」 

 11月27日、西日本支部（東海地

区）では定例のVE技術情報交流会

を名古屋市内で開催しました。 

 この会合は、VEおよびVE関連技

法から関心の高いテーマをセレクト

し、簡単な演習と全体討議によって

自社への導入展開を後押しするもの

で、12回目の開催となる今回は、新

しい管理の枠組みとして注目されて

いる「付加価値会計」を取り上げまし

た。 

 講師は、「技術者＋会計士」の目線

から新しい管理会計のあり方を提案

している横河ソリューションサービス

の吉川武文氏が担当。全部原価計

算から付加価値会計への組み換え

や短納期プロジェクトの効果予測な

どの演習を通じ、「製造業」から「創

造業」へとパラダイムシフトすること

の必要性をわかりやすく解説いただ

きました。 

講師を務めた吉川武文氏 

グループ演習の様子 

西日本支部「VE京滋セミナー」を開催 

 11月13日、西日本支部（関西地

区）では京都市のメルパルク京都に

おいて『VE京滋セミナー』を開催しま

した。テーマは「VEおきばりやす～

京からVE、今日からVE～」。当日は

製造業を中心に120名を超える参加

者を得て、VEの必要性を示す充実し

た内容となりました。  

 西日本支部の瀧浪秀元支部長（西

日本旅客鉄道）の開会挨拶に始ま

り、その後同支部VEツール研究会

主査の大西正規氏から、業務革新

のための改善技法「ソフトVE」の効

果的な進め方・使い方について、テ

キストの活用方法を交え講演いただ

きました。 

 休憩後は、西日本旅客鉄道の坂本

隆之氏から、電車の主電動機を冷却

するための外気を取り込む風道に関

しVEを適用し、耐久性の向上と材料

費の低減を図った事例について、そ

の後、積水化学工業の楠本幸治氏

から、海外関連会社での製造プロセ

スにVEを適用し不良を削減した事

例、ニチユ三菱フォークリフトの藤原

裕輔氏からは、VEと相性のよい不具

合未然防止手法（DRBFM）をVE実

施手順において活用する方法を事

例を交え紹介いただきました。 

 最後は、二九精密機械工業の特別

講演。執行役員の大川智司氏よりユ

ニークな動画を交えた会社紹介をい

ただいた後、代表取締役社長の二九

良三氏から同社のこれまでの挑戦と

今後の取組みについて、そして会社

の垣根を越えた「共創」の必要性に

ついてご講演いただきました。 

 西日本支部（関西地区）では、来年

2月にVE関西大会を開催する予定

です。 

開会挨拶する瀧浪秀元支部長 

会場の様子 

インストラクションスキルアップセミナーを開催 

 11月26日、日本VE協会では「イン

ストラクションスキルアップセミナー」

を協会大会議室（東京都世田谷区）

にて開催しました。 

 今回で3回目となる本セミナーは、

社内教育担当者を対象にインストラ

クション技術、プレゼン力を磨くことを

目的に開かれたものです。 

 講師は、300以上の企業・自治体

に教育研修を提供した実績を持つ

（株）イサオファクトリー代表取締役

の有滝功氏。 

 インストラクターのアプローチと役

割、動機づけの重要性とその具体的

な方法、受講者とのコミュニケーショ

ンスキル、学習スタイルと指導スタイ

ルの関係、ペーシングのテクニックな

どについて、有滝氏自身の体験談を

交えながらわかりやすく解説されまし

た。講義の間には、講師から参加者

にさまざまな質問が投げかけられ、

参加者同士で意見交換を行うなど活

発な相互交流が行われました。 

 参加者からは、「いろいろとヒントが

得られた。早速実践してみたい」など

の感想が寄せられました。 

有滝功氏による講義 

講演する二九良三社長 
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西日本支部 VEの基本と実践セミナーを開催 

 西日本支部（中四国・九州地区）で

は、12月4日に福岡県北九州市の

（株）安川電機本社講堂で「VEの基

本と実践セミナー ～2015年度『九州

地区VE塾』成果発表会～」を開催し

ました。 

 セミナーは、同支部九州地区担当

の副支部長企業である（株）安川電

機殿の全面的な支援を受け、今年度

も二部構成で開催。午前の第一部で

は、同社で新設されたみらい館、及

びロボット工場の見学を行いました。 

 第二部は、大西正規氏（西日本支

部VEツール研究会主査）のVE講演

で開始。ソフトVEの活用方法などに

ついて、わかりやすく解説いただきま

した。 

 休憩後、2015年度の『九州地区VE

塾』でVEを実践した成果の発表。井

上広士氏（西部電機）が“単相モータ

用ターミナルボックス”、勝井紀雄氏

（安川電機）と亀井道弘氏（西部電

機）が“入出庫用コンベア制御盤”、

山本賢治氏（フジタ）が“インバータの

構造部材”を対象としたVE活動の概

要や成果などについて説明いただき

ました。 

 最後は、田丸裕氏（三菱電機）か

ら、三菱電機福山製作所における教

育も含めたVE活動の取組み状況を

ご報告いただきました。 

 締めくくりは、2015年度『九州地区

VE塾』小関要司塾長の挨拶。セミ

ナーは、今年度も盛況のうちに閉会

となりました。 

 同地区では、2016年3月11日（金）

に「VEの基本と実践セミナー ～

2015年度『広島地区VE塾』成果発

表会～」をマツダ（株）殿で開催しま

す。ご興味のある方はぜひご参加く

ださい。 

大西正規氏による講演 

田丸裕氏によるVE活動報告 

塾生によるVE実践成果発表 

VEコンサルタント養成講座が終了 
～10名の登録コンサルタントが誕生！～ 

 VE視点に立ったコンサルタントの

養成を目指し、今年度からスタートし

たVEコンサルタント養成講座が12月

12日に最終会合を迎えました。 

 VEプロジェクトの支援や原価企画

コンサルティングで年間200日以上

を費やしている福原政則氏（福原イノ

ベーション研究所・社長兼CEO）によ

る熱血指導のもと、経営者を納得さ

せるコンサルティング提案書の作り

方や成果を生み出すためのポイン

ト、顧客獲得のための営業ツールな

どを3ヶ月間にわたって学んでいただ

きました。 

 記念すべき第一期生は、コンサル

ティング会社勤務や社内コンサルタ

ントとして活動している方など10名

で、すでに士業コンサルタントとして

活躍中の方も含まれています。講義

の後には「選ばれるコンサルタント」

になるための決意表明があり、全員

に“日本VE協会登録コンサルタント”

の委嘱状が授与されました。 

日本VE協会では、VE専門家の紹介や社内研修に関するご相談も承ってお

ります。『VEを導入したいけれど、何から手をつけて良いのかわからない』

『VEしたい案件があるが、社内に指導できる人がいない』といったお悩みが

ありましたら、どうぞお気軽にお問い合わせください。 

福原講師(前列中央)と参加メンバー 

指導にあたった福原政則氏 



バリュー・ステーション Vol.32 2016年1月号 7 

 

 第49回VE全国大会（会期：2016年10月25日（火）～10月26日（水） 会場：アルカディア市ヶ谷）の開催にあたり、

「VE研究論文」および「VE活動事例」を募集いたします。 

 日本VE協会 論文審査委員会における審査の結果、入選となった論文、事例は、同大会で表彰いたします。 

 ▽募集要領はこちらから 

【VE研究論文】 

http://www.sjve.org/download/1761/stream/ 

【VE活動事例】 

http://www.sjve.org/download/1762/stream/ 

第49回VE全国大会「VE研究論文」「VE活動事例」募集 

日本VE協会Webサイトをリニューアルしました 

 

 

 

2016年1月、協会Webサイトをリニューアル

オープンいたしました。 

皆様のお役に立つ情報を発信、便利で使

いやすいサイト運営をしてまいります。 

「会員専用ページ」や「ブログ」など 

新しいコンテンツも準備中です。 

 

どうぞご活用ください。 

https://www.sjve.org/ 

VEセミナー出張開催プランのご案内 

●VE基礎講座（標準コース）  2日間でVEの基本を学び、実施手順を演習を通じて体験学習する
ワークショップ型セミナーです。10名未満での開催も可能です。 

●VE基礎講座＋VEL受験勉強会 VEリーダー認定試験の受験を目指す方々向けにVE基礎講座と
VEL受験勉強会を実施するプランです。 

●1日で学ぶVE基礎セミナー VEの基本と実施手順を講義とミニ演習で習得します。短時間でVE
のエッセンスを吸収するセミナーです。 

●VE講演会 VE活用の効果をご紹介する講演会です。幹部様向け、パートナー
企業様向けなどご要望に応じてご提案いたします。 

●カスタムメイドプラン 具体的なご要望をお聞かせください。ご要望をお伺いして、実施内
容をご提案するプランです。 

●プラン例 

☆詳しくはこちらから >>>  http://www.sjve.org/download/1598/stream/ 

VEセミナー出張開催プランは、バリュー・エンジニアの認定資格を持つ講師が貴社へ伺い、貴社内でセミナーを実施

します。セミナー参加のための出張費、時間の削減にもなり、大変お得なプランです。 

2016年の教育・研修にご活用ください。 
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本部・支部の事業活動報告 
（議事録サマリー） 

1.日時：2015年11月25日（水）14:30～16:15 

2.会場：日本VE協会 

3.出席者：5名 

4.議事： 

4.1 公共事業におけるVEの普及方法「VEステップ・ワー

クシート（WS）の簡素化」について 

(1)議論 

・「VE計画」について 

・「対象分野の選定」について 

・活動レベルに応じたステップの簡素化、WS枚数の変

更について 

・負担の軽減について 

●第41回公共事業のVM研究会 

1.日時：2015年11月13日（金）14:05～17:50 

2.会場：日本VE協会 

3.出席者：8名 

4.議事： 

4.1 価値企画研究会について 

・年度内に報告書を完成させ、phase2を終了とする 

予定。 

4.2 VEの裾野拡大「VEと他の管理技術の融合」 

について 

・次回、委員に“リスクアセスメントとVE”についてのた

たき台を持って来ていただき、それを見ながら議論を

行うこととした。 

●バリュー・マネジメント・アカデミー（VMA） 

(2)結論 

・次回は、可能であればA社の方に本会へお越しいた

だいて「VE全国大会」発表事例を直に聴き、その後

時間があればステップ及びWS簡素化についての検

討も行う。 

1.日時：2015年11月11日（水）14:00～17:00 

2.会場：日本VE協会 

3.出席者：10名 

4.議事： 

4.1 「第48回VE全国大会」での新CVS紹介について 

・今年度も、大会第1日目のネットワーキング・パー

ティーで新CVSの紹介ができた。 

4.2 商店主向け新VE資料「疲弊した商店街の活性化 

プログラム」について 

・ステップごとに、手順等の詳細やワークシートの案に

ついて検討を行った。 

●第101・102回 CVSフォーラム委員会 
1.日時：12月11日（金）14:00～17:00 

2.会場：日本VE協会 

3.出席者：9名 

4.議事： 

4.1 商店主向け新VE資料「疲弊した商店街の活性化 

プログラム」について 

・前回検討内容の確認。 

・各ステップの方法や手順、ワークシート等を検証する

ために行うシミュレーションの前提条件の検討。 

4.2 『CVSフォーラム会議』の開催について 

・本委員会では身近で親しみやすい課題として“商店

街活性化策”の導き方が纏まりつつあるので、これを

CVSフォーラムの会員に紹介して声を聞き、さらに洗

練化させたい。 

・また、本委員会活動のあり方も相談したいので、来年

の3月に『CVSフォーラム会議』を開催する予定とし、

その概要を次回決めたい。 

新入会員のご紹介 

●正会員（団体） 

（株）広芸インテック 様（東京都大田区） 

～会員制度をご利用ください～ 

▽詳細はこちらから 
https://www.sjve.org/join/how_to_join 
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1.日時：2015年11月9日(月)13:30～15:00 

2.会場：日本VE協会 

3.出席者：18名 

4.議事： 

4.1 開会にあたって 

(1)高橋支部長より 

・松田前支部長よりバトンを引き継いで最初の運営委

員会。委員各位の協力を仰ぎながら、支部のかじ取

りを行っていきたい。 

・活動の目的を「VEのさらなる活用促進」とし、VEが浸

透している組織にもまだ浸透としていない組織にも有

効に展開できるような活動を目指す。 

(2)宮本事務局長より 

・第48回VE全国大会が無事終了。牧野実行委員長を

はじめとする支部メンバーの尽力に感謝。次回は10

月25日と26日の２日間、アルカディア市ヶ谷で開催

の予定。 

・国が進める教育制度改革にともない、今後はESD

（持続可能な発展のための教育）にVEの考え方を入

れることに注力。上海VE協会やユネスコと連携。 

●第148回東日本支部運営委員会 
4.2 前期の取り組みについて    

(1)支部全体 

(2)各部会の活動状況 

4.3 後期の取り組みについて   

(1)事業所見学会 

(2)活動成果発表会 

(3)運営企画会議 

4.4 その他   

(1)内閣府からの指摘事項について 

・7月2日に立ち入り検査(定期監査)があり、支部の関

係でもいくつか指摘を受けている。いずれも是正を求

められており、1月の運営企画会議で対応を協議する

こととした。 

(2)第48回VE全国大会の参加者アンケートについて 

(3)来期の部会体制について 

(4)部会活動とは関係のないメール配信について 

(5)運営委員会のあり方について 

1.日時：2015年11月27日(金)15:25～17:00 

2.会場：（株）フジタ 千船病院移転整備 工事事務所 

3.出席者：15名 

4.議事： 

4.1 「VE京滋セミナー」の総括 

(1)事務局より参加者数、アンケート回答の集計結果を

報告。 

(2)出席者からのご意見、ご提案など 

(3)企画グループ・リーダーからの総括 

●第258回 西日本支部（関西地区）運営委員会 
4.2 「第47回 VE関西大会」について    

(1)企画グループ・リーダーより企画案の説明 

(2)出席者からのご意見、ご提案など 

(3)集客目標について 

4.3 次回運営委員会及び次年度の活動について 

(1)次回運営委員会について 

(2)次年度の活動について 

1.日時：2015年12月4日(金)12:00～13:00 

2.会場：（株）安川電機 本社 講堂 

3.出席者：14名 

4.議事： 

4.1 VE全国大会開催状況のご報告 

4.2 第59回「西日本VE大会」 の総括    

(1)事務局から、アンケート結果について説明。 

(2)出席者からのご意見 

4.3 2015年度 『広島地区VE塾』 の概況と成果発表会

開催について 

(1)2015年度『広島地区VE塾』塾長の鈴木委員から、今

年度の概況と成果発表会は3月11日にマツダ講堂に

て開催予定であることを報告。 

(2)出席者からのご意見 

●第150回 西日本支部（中四国・九州地区）運営委員会 
4.4 中四国・九州地区の2015年度活動日程について 

(1)第60回西日本VE大会の開催場所について 

(2)九州地区VE塾の開催場所について 
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●全体行事 

1.事業所見学会 

・日時：2月8日(月)13:30～16:30 

・場所：新日鐵住金君津製鉄所(千葉県君津市) 

・テーマ：最新の製鉄技術と鋼材開発を学ぶ 

・対象者：部会メンバーとその関係者 

・内容： ①高炉および圧延工程の見学 

②鋼材開発の取り組み紹介 

③質疑応答・意見交換 

●マネジメント部会(主査・名古屋純也) 

1.第116回研究会議 

・日時：1月22日(金)14:00～17:00 

・会場：日本VE協会大会議室 

・内容： ①つくばテクノロジーのVE情報誌原稿 

 ②座学テーマ「ブルーオーシャンのビジネス 

 モデル」の検討 

 ③次年度の研究テーマ検討 

2.第117回研究会議 

・日時：2月16日(火) 14:00～17:00 

・会場：日本VE協会大会議室 

・内容： ①今期の振り返りと来期の取り組み検討 

 ②座学テーマ「ブルーオーシャンのビジネス 

 モデル」の検討 

●VE推進部会(主査・大久保匠) 

1.全体会議 

 ・日時：1月12日(火) 13:30～14:30 

 ・内容：成果報告会の報告内容と合宿研修会について 

2.VE普及推進研究会（A分科会） 

・日時：1月12日(火) 10:00～12:30 

・日時：2月9日(火)10:00～13:00 

・会場：日本VE協会大会議室 

・内容：VE普及推進を目的とした課題の解決研究 

3.VE実践・活用研究会（B分科会） 

・日時：1月12日(火)14:30～17:00 

・日時：2月9日(火)14:00～17:00 

・会場：日本VE協会大会議室 

・内容：VE実践および活用を目的とした 

課題の解決研究 

●マーケティング部会(主査・沼澤朋子) 

1.2015年度第10会合 

・日時：1月27日(水)14:00～17:00 

・会場：日本VE協会大会議室 

・内容：『ヒット商品を企画するツール』使用プロセスの

検証 

2.2015年度第11会合 

・日時：2月17日(水)14:00～17:00 

・会場：日本VE協会大会議室 

・内容：『ヒット商品を企画するツール』と『マニュアル』

のまとめ 

●R&D部会(主査・福田浩章) 

1.全体会議 

・日時：1月21日(木) 13:30～14:30 

・会場：日本VE協会 大会議室 

・議題：年間の活動報告と来期方針 

2.VE7つ道具研究チーム(リーダー・吉見三郎) 

・日時：1月21日(木) 10:00～12:30 

・日時：2月19日(金) 10:00～13:00 

・会場：日本VE協会大会議室 

・内容：“だれでも解決7つ道具”引き出し易い言葉の 

まとめ 

3.差別化機能の研究チーム(リーダー・野嶋泰資) 

・日時：1月21日(木) 14:30～17:00 

・日時：2月19日(金) 14:00～17:00 

・会場：日本VE協会大会議室 

・内容：差別化機能抽出方法の検証 

●ものつくり部会(主査・佐藤尚吾) 

1.座学例会 

・日時：2月24日(水) 13:30～17:00 

・会場：日本VE協会大会議室 

・内容： ①今期の振り返りと来期の取り組み 

 ②意見交換 

2.現場見学会 

・日時：1月22日(金) 14:00～15:30 

・場所：ANA機体メンテナンスセンター 

●社会インフラ部会(主査・薄衣光明) 

1.企業ケース検討会 

・日時：1月13日(水) 13:00～14:50 

・日時：2月10日(水) 13:00～14:50 

・会場：日本VE協会大会議室 

・内容：ポーター賞分析 

2.建設VE研究会 

・日時：1月13日(水) 15:00～17:00 

・日時：2月10日(水) 15:00～17:00 

・会場：日本VE協会 

・内容：公共工事の設計VEガイドラインの作成 

●東日本支部 

支部・部会活動予定（1月・2月） 
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●第13回東海地区VE技術情報交流会 

・日時：2月5日(金)13:30～16:30 

・会場：イオンコンパス名古屋駅前会議室 

・テーマ：アイデア発想技法を使い倒そう！ 

～自分を知り自分を活かす 創造活動の極意～ 

・講師：黒川浩一氏(CVS) 

元・三菱電機人材開発センター 主管技師長 

・内容：  

①オリエンテーション 

「自分を知り 自分を活かす～創造活動の概観」 

②テーマ講義 

「自由連想法と強制連想法を理解しよう」 

③グループ演習 

「アイデア発想法のカンコツを体得しよう」 

④全体討議・質疑応答 

「アイデア発想技法を使い倒すには」 

●西日本支部・東海地区 

●経営革新を生み出す活き活きVE研究会 

1.第116回研究会 

・日時：1月18日（月）10:30～ 

・会場：（株）放電精密加工研究所 会議室 

・内容：VE研修教材の検討 

2.第117回研究会 

・日時：2月15日（月）13:00～ 

・会場：（株）堀場製作所 会議室 

・内容：VE研修教材の検討 

●VEツール研究会 

1.第92回研究会 

・日時：1月25日（月）13:00～ 

・会場：三菱電機（株）伊丹製作所 会議室 

・内容：機能分析手法の研究 

2.第93回研究会 

・日時：2月22日（月）13:00～ 

・会場：三菱電機（株）伊丹製作所 会議室 

・内容：機能分析手法の研究 

●つかいやすいTRIZ研究会 

1.第45回研究会 

・日時：1月20日（水）10:00～ 

・会場：（株）クボタ 会議室 

・内容：TRIZ入門研修の検討 

2.第46回研究会 

・日時：2月17日（水）10:00～ 

・会場：（株）島津製作所 会議室 

・内容：TRIZ入門研修の検討 

●実践原価企画研究会 

1.第92回研究会 

・日時：1月20日（水）13:00～ 

・会場：大阪府立大学 会議室 

・内容：原価企画Q&Aの検討 

2.第93回研究会 

・日時：2月17日（水）13:00～ 

・会場：三菱日立パワーシステムズ（株）会議室 

・内容：原価企画Q&Aの検討 

●サービス領域でのVE適用方法研究会 

1.第31回研究会 

・日時：1月13日（水）13:30～ 

・会場：イオンディライト（株） 会議室 

・内容：サービス領域でのVE適用実施手順の検討 

2.第32回研究会 

・日時：2月2日（火）13:30～ 

・会場：イオンディライト（株） 会議室 

・内容：サービス領域でのVE適用実施手順の検討 

●コンセプト・メーキングVE レベルアップ研究会 

1.第32回研究会 

・日時：1月15日（金）10:00～ 

・会場：未定 

・内容：商品コンセプトへの売価・原価・販売予測量 

などの追加方法の検討  

2.第33回研究会 

・日時：2月5日（金）10:00～ 

・会場：未定 

・内容：商品コンセプトへの売価・原価・販売予測量 

などの追加方法の検討 

●西日本支部・関西地区 

●中部建設VE研究会（主査・日比 恒） 

1.第240回研究会 

・日時：1月26日(火)14:00～17:00 

・会場：山平建設本社 

・内容：FASTと機能系統図の比較 

2.第241回研究会 

・日時：2月16日(火)14:00～17:00 

・会場：フジタ名古屋支店 

・内容：中小建設業にマッチしたVEツール 
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 ≪VEL限定フォローアップ研修≫ 

ソフトVE実践活動をやってみよう 

～VE計画から機能の整理までのポイント～ 

 管理・間接部門の業務を対象としたソフトVEは、様々な組

織・団体で、様々なシーンで活用できるVE技法です。本セミ

ナーでは、ソフトVE活動を実践する場合に注意すべきポイン

トを、VE計画から機能の整理までの範囲に絞り、講義とグ

ループ演習を交えることで、理解を深めていただきます。 

●日時：2016年2月25日（木）10:00～17:00 

●会場：日本VE協会 

●講師：大西 規生 氏 VES 

●参加費：8,640円 

 VE基礎講座 後期日程 

～10のステップで実践する創造的問題解決手法～ 

バリュー・エンジニアリング（VE）の基本を学び、その使い方をグループワークによって実践的に習得する「VE基礎講座」で

す。VEを初めて学ぶ方を対象としていますのでVEの専門家がわかりやすく丁寧に解説・指導いたします。受講・修了されると

VEリーダー認定試験の受験資格を得られます。 

●東京地区： 2016年3月10日（木）～11日（金）   ●大阪地区：2016年1月28日（木）～29日（金） 

●参加費：  一般 52,650円  会員 40,500円  学生 20,250円 

▽詳細、お申し込みはこちらから 
https://www.sjve.org/learn/ve_kiso 

〒154-0012 東京都世田谷区駒沢1-4-15 真井ビル6階 

電話 03-5430-4488 
FAX 03-5430-4431 
Email: info@sjve.org 

公益社団法人日本バリュー・エンジニアリング協会 

発行人 宮本彰夫 

編 集 小野玲子 

最新情報はホームページを 

ご覧ください。 
https://www.sjve.org/ 

第47回VE関西大会 －原価企画とVE－ 

～創造力と熱意が未来を築く～ 

●日時：2016年2月19日（金） 10:00～17:00   ●会場：大阪国際交流センター（大阪市天王寺区） 

●締切：2016年2月12日（金）             ●定員：300名（VEセッションは60名） 

●参加費：一般 15,000円  会員/会員の紹介/後援団体の会員 14,000円 

※VE有資格者の方は、上記金額より1,000円割引 

●プログラム概要： 

 基調講演「イノベーション創造型VE～日本企業が実践すべきイノベーション活動とその戦略～」 

早稲田大学 創造理工学研究科経営デザイン専攻 客員教授 CVS 澤口 学氏 

 特別講演「国産民間旅客機MRJの開発と今後」 

三菱航空機（株）取締役 副社長 執行役員 チーフエンジニア  岸 信夫氏 

 技術講演「商品企画VE（コンセプト・メーキングVE）の考え方と進め方～驚きと感動を与える商品の創出を目指して～」 

日本VE協会西日本支部 コンセプト・メーキングVEレベルアップ研究会 主査 CVS 谷 彰三氏 

 VE先進企業に学ぶ「マツダの原価企画とVE」 

 原価企画・VE活動報告「デンソーのVE活動～原価企画を支えるVE実践～」 

 原価企画フォーラム「原価企画活動を進めるための仕組み、仕掛け～活き活きとして原価企画活動のために～」 

 VEセッション（別ルームにて開催） 

VE事例紹介「行政サービスの価値向上に向けたVE導入・推進事例」 

VE技法紹介「効果的なアイデアをたくさん生み出すための機能系統図の作り方」 

VEフォーラム「VEの導入・実践のためのフォーラム～VE推進責任者に聞く、VE成功のノウハウ～」 

▽詳細、お申し込みはこちらから 
https://www.sjve.org/4558 

 ≪VEスキルアップセミナー≫ 

1日でわかる改善マインド入門 

～問題を発見する力・解決する実践力を強化する～ 

 IE、QC、VEそれぞれの特徴とおもな手法を理解し、演習を

通じてその活用方法を学びます。3つの管理技術を適切に使

い分けることで、自ら問題を発見し、効果的な改善活動を実

践する力が身につきます。 

●日時：2016年3月4日（金）10:00～17:00 

  ※開催日程が1/26より変更となりました。 

●会場：日本VE協会 

●講師：澤口 学 氏 CVS 

https://www.sjve.org/4527 


